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道内大学の類似分野の状況一覧 

【管理栄養士関係】 

６大学（公立１、私立５）中、収容定員充足は２大学。 

所在 大学名 学部名 学科名 
収容 

定員 

在学 

者数 

名寄市 名寄市立大学 保健福祉学部 栄養学科 160 165 

札幌市 札幌保健医療大学 保健医療学部 栄養学科 320 207 

札幌市 天使大学 看護栄養学部 栄養学科 360 346 

札幌市 藤女子大学 人間生活学部 食物栄養学科 320 222 

江別市 酪農学園大学 農食環境学群 
食と健康学類 

（管理栄養士コース） 
160 161 

恵庭市 北海道文教大学 人間科学部 健康栄養学科 570 404 

※北海道厚生局所管の養成施設一覧から抽出

【看護師関係】 

１３大学（国立２、公立４、私立７）中、収容定員充足は１２大学。 

所在 大学名 学部名 学科名 
収容 

定員 

在学 

者数 

名寄市 名寄市立大学 保健福祉学部 看護学科 200 220 

札幌市 北海道大学 医学部 保健学科（看護専攻） 228 236 

旭川市 旭川医科大学 医学部 看護学科 240 242 

札幌市 札幌医科大学 保健医療学部 看護学科 200 202 

札幌市 札幌市立大学 看護学部 看護学科 340 340 

旭川市 旭川市立大学 保健福祉学部 保健看護学科 240 249 

札幌市 札幌保健医療大学 保健医療学部 看護学科 400 402 

札幌市 天使大学 看護栄養学部 看護学科 400 411 

札幌市 日本医療大学 保健医療学部 看護学科 600 619 

札幌市 北海道科学大学 保健医療学部 看護学科 360 379 

当別町 北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科 400 475 

北見市 
日本赤十字 

北海道看護大学 
看護学部 看護学科 400 370 

恵庭市 北海道文教大学 医療保健科学部 看護学科 320 372 

※看護系大学協議会名簿から４年制昼間部の大学を抽出

 2025.01.28現在 
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【社会福祉士関係】 

１０大学（国立１、公立２、私立７）中、収容定員充足は３大学。 

所在 大学名 学部名 学科名 
収容 

定員 

在学 

者数 

名寄市 名寄市立大学 保健福祉学部 社会福祉学科 200 200 

函館市 
北海道教育大学 

函館校 
教育学部 

国際地域学科 

（地域協働専攻） 
960 1,039 

旭川市 旭川市立大学 保健福祉学部 コミュニティ福祉学科 160 153 

札幌市 日本医療大学 総合福祉学部 ソーシャルワーク学科 240 54 

札幌市 藤女子大学 人間生活学部 人間生活学科 230 137 

札幌市 北星学園大学 社会福祉学部 社会福祉学科 240 252 

当別町 北海道医療大学 看護福祉学部 福祉マネジメント学科 330 169 

江別市 札幌学院大学 人文学部 人間科学科 445 365 

江別市 北翔大学 生涯スポーツ学部 健康福祉学科 190 151 

北広島市 星槎道都大学 社会福祉学部 社会福祉学科 240 179 

※北海道厚生局所管の養成施設一覧から抽出。

※12 校 15 課程の内、募集停止 2課程、専門学校 2校、通信教育 1 課程を除外。

【保育士関係】 

７大学（公立１、私立６）中、収容定員充足は２大学。 

所在 大学名 学部名 学科名 
収容 

定員 

在学 

者数 

名寄市 名寄市立大学 保健福祉学部 社会保育学科 200 195 

札幌市 札幌国際大学 人文学部 心理学科（子ども心理専攻） 430 446 

札幌市 藤女子大学 人間生活学部 子ども教育学科 320 280 

江別市 札幌学院大学 人文学部 こども発達学科 200 160 

江別市 北翔大学 教育文化学部 教育学科 500 603 

恵庭市 北海道文教大学 人間科学部 こども発達学科 380 314 

北広島市 星槎道都大学 社会福祉学部 社会福祉学科 240 179 

※こども家庭庁の指定保育士養成施設一覧（R6.4.1）から抽出

※道内の指定保育士養成施設 29 施設（内、1 校は募集停止、夜間部 1 校、通信教育制 1 校）か

ら、4 年制昼間部の大学を抽出。

＜全体注記＞ 

・収容定員及び在学者数は、各大学ホームページによる。

・掲載順は、国立、公立、私立ごとに地域別五十音順。 
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2020～2024 年度 名寄市立大学入学試験状況 

・学校推薦型選抜の( )は、地域指定枠で内数。

・一般後期及び社会人については、変動が大きいため割愛。

①栄養学科

◎入学試験状況

選抜区分 入学年度 定 員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
倍 率 

(受/合) 

学校推薦型 

2020 15(3) 44(2) 44(2) 15(1) 15(1) 2.9 

2021 

16(4) 

23(2) 23(2) 16(1) 16(1) 1.4 

2022 34(5) 34(5) 16(1) 16(1) 2.1 

2023 26(2) 26(2) 18(1) 18(1) 1.4 

2024 20(4) 30(1) 30(1) 20(1) 20(1) 1.5 

一般前期 

2020 21 64 55 29 23 1.9 

2021 

20 

52 51 27 20 1.9 

2022 48 42 27 19 1.6 

2023 50 46 27 22 1.7 

2024 17 31 27 22 21 1.2 

○受験倍率の推移
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②看護学科

◎入学試験状況

選抜区分 入学年度 定 員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
倍 率 

(受/合) 

学校推薦型 

2020 

20(5) 

69(3) 69(3) 20(3) 20(3) 3.5 

2021 51(4) 51(4) 20(1) 20(1) 2.6 

2022 47(3) 47(3) 21(2) 21(2) 2.2 

2023 51(4) 50(4) 20(3) 20(3) 2.5 

2024 25(5) 43(3) 43(3) 25(1) 25(1) 1.7 

一般前期 

2020 

25 

123 109 31 26 3.5 

2021 61 55 30 26 1.8 

2022 79 76 31 23 2.5 

2023 90 80 33 26 2.4 

2024 23 54 53 34 31 1.6 

○受験倍率の推移
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③社会福祉学科

◎入学試験状況

選抜区分 入学年度 定 員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
倍 率 

(受/合) 

学校推薦型 

2020 

20(5) 

37(1) 37(1) 20(0) 20(0) 1.9 

2021 25(1) 25(1) 20(1) 20(1) 1.3 

2022 19(0) 19(0) 19(0) 19(0) 1.0 

2023 25(0) 25(0) 20(0) 20(0) 1.3 

2024 38(5) 38(5) 20(3) 20(3) 1.9 

一般前期 

2020 

25 

69 64 31 28 2.1 

2021 60 57 30 23 1.9 

2022 44 43 32 26 1.3 

2023 40 37 35 25 1.1 

2024 27 29 28 28 23 1.0 

○受験倍率の推移
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④社会保育学科

◎入学試験状況

選抜区分 入学年度 定 員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 
倍 率 

(受/合) 

学校推薦型 

2020 

20(5) 

35(3) 35(3) 20(2) 20(2) 1.8 

2021 25(3) 25(3) 20(2) 20(2) 1.3 

2022 28(2) 28(2) 20(2) 20(2) 1.4 

2023 23(0) 23(0) 20(0) 20(0) 1.2 

2024 25(5) 21(1) 21(1) 21(1) 21(1) 1.0 

一般前期 

2020 

25 

93 79 30 23 2.6 

2021 63 59 32 26 1.8 

2022 28 27 25 18 1.1 

2023 35 32 28 25 1.1 

2024 22 36 34 33 28 1.1 

○受験倍率の推移

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

2020 2021 2022 2023 2024

学校推薦型

一般前期

6



1 国公私立大学の役割 I 
（国公私の役割）

我が国の高等教育機関における国公私の設置者別の役割の在り方について、その原型の誕生は明治期までさかのぼる。
国立大学は、明治10(1877)年に「東京大学」が創設されたところに始まった。公立大学や私立大学は、維新の改革動向に触発された

国民の学習意欲の高まりに支えられて、数多くの公私立専門教育機関が設立されたところが出発点となり、大正7(1918)年に大学令が
公布されたのちも、大正期だけでも4 の公立大学、22 の私立大学が発足するに至った。

戦後、昭和22(1947)年に学校教育法が制定31され、新制国立大学の設置については、文部省が総合的な実施計画を立案することに
なったが、我が国の大学の大都市への集中を避けること、また、教育の機会均等を実現することが当時の命題とされた。

他方、昭和30(1955)年頃までに我が国の経済の復興と再建が進み、国民の高等教育への進学希望は著しく高まった。このような高
等教育に対する個人的、社会的な要請に対応して、我が国の高等教育機関は拡充•発展の一途をたどるが、極めて速いスピー ドで行
われた量的拡大の主たる担い手は私立大学であった。こうした高等教育の発展の経緯を踏まえて、国公私の役割を検討することが、今
後の高等教育改革にとって必要不可決である。

（国立大学の役割）
国立大学については、平成17(2005)年「将来像答申」で述べられた役割が、2040年に向けて、どう変化していくのか、という観点で検

討する必要がある。
前述の2040年頃の社会の変化の方向を踏まえた新しい役割の再整理として、例えば、

•世界及び我が国の「知」をリー ドする研究・教育を推進する役割
・イノベーション創造のための知と人材の集積拠点としての役割
• Society5.0 の実現に向けた人材養成など計画的な人材養成の役割
・経済的な観点からの需要は必ずしも多くはないが重要な学問分野の継承•発展のため存続が必要な学問分野の維持や、理

工系分野など教育研究の施設整備に多額の予算を要するため財政的な負担を伴う教育・研究を推進する役割
などが考えられる。また、地域の教育研究の拠点としての役割は地域の活性化や生まれた地域に左右されず高等教育を受けることが
できるという観点から引き続き重要であるほか、リカレント教育や留学生交流、産学連携や国際展開、教員間のネットワ ークを含めた連
携等において積極的・先導的な役割を果たしていくことが期待されている。一方、学生の経済的負担軽減の観点からの全国的な高等教
育の機会均等の確保は、高等教育の無償化の進展を前提とすれば、その役割がどのように担われるかについては変化が生じる可能
性があるとの意見もある。

国立大学については、18歳人口の減少を踏まえた定員規模の検討を行うとともに、大学院機能の重視、文理横断的な学士課程への
見直しなどSociety5.0 の実現を踏まえた人材育成を含め、上述のような役割を明確にし、その機能を伸長していく改革が求められる。

このため、国において、国立大学と議論を図りつつ、学士課程教育、大学院教育等において、それぞれの大学の強み•特色や地域の
事情等にも留意しつつ、どのような課程や分野で、どのような規模で役割を果たしていくのか、という点について一定の方向性を検討す
ることが必要である。  

（公立大学の役割）
公立大学については、設置者である各地方公共団体により地方財政という公的資金を基盤として設置・運営されるという性格から、

設置者である地方公共団体の人材養成等各種の政策をより直接的に体現するという役割を持つ。したがって、それぞれの地域におけ
る社会・経済・文化の向上発展への貢献から国際社会への貢献まで幅広く含め、様々な教育・研究・社会貢献機能のより一層の強化
が求められる。公立大学は、各地方公共団体の高等教育政策の中心的役割を担うものであり、教育機会の均等の実現、地域活性化
の推進、行政課題の解決に向けて、公立大学がどのようにその役割を果たしていくかを地域における高等教育機関全体の状況を踏ま
えて考えていく必要がある。

（私立大学の役割）
私立大学については、学部学生の約8割の教育を担うなど、様々な学生に対し門戸を開き、それぞれの「建学の精神」に基づき、多

様性に富み、独創的な教育研究を行う役割を担っている。また、私立大学は一部のエリートだけではなく、私立大学の教育研究の多様
性によって、複雑な社会の変化に対応できるより多くの国民を育成し、一人一人の労働生産性を大幅に引き上げるため、幅広い年齢
層に及ぶ中核人材の教育機会を保障し、国民の知的水準を底上げする役割がある。そのための知識・技術の創造拠点を、大学の独
自性に沿って創ることも、私立大学の役割である。このため、私立大学は多様性の保持を明確にした上で、それぞれの「建学の精神」
に基づき、学生／教員の比率等も踏まえた教育研究の更なる充実を図りつつ、その経営基盤の強化を図り、我が国の高等教育の中
核基盤を支える方向で改革を進める必要がある。

（国公私全体での取組の重蔓性）
国公私のそれぞれの高等教育機関は、これまでの歴史的経緯と、再整理された役割を踏まえた上で、それぞれの高等教育機関が

持つ「特色」と「強み」を最大限に活かして、地域における高等教育の在り方を再構築していく必要がある。その際、教育研究活動の共
通点をもつ国公私立大学の複合システムを活かして、我が国の高等教育の発展に国公私全体で取り組んでいく必要がある。

（出典） 2040年に向けた高等教育グランドデザイン（平成30年11 月中教審答申）
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卒業生　就職地域データ　R5+R4+R3+R2+R1（５箇年合計）

(

名
寄

)

(名寄) 4 1 2 1 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

42 1 15 15 3 0 34 0 7 0 1 0 0 0 8 42

47 3 3 31 1 0 38 0 9 0 0 0 0 0 9 47

30 1 2 9 13 0 25 0 4 1 0 0 0 0 5 30

4 1 1 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

127 7 23 58 17 0 105 0 20 1 1 0 0 0 22 127

35 1 2 8 0 1 12 13 10 0 0 0 0 0 23 35

11 0 2 0 0 0 2 0 9 0 0 0 0 0 9 11

7 0 0 2 1 0 3 0 2 2 0 0 0 0 4 7

5 0 0 1 0 0 1 0 0 1 3 0 0 0 4 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 0 4 4

3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 3

65 1 4 11 2 1 19 13 22 3 4 0 2 2 46 65

192 8 27 69 19 1 124 13 42 4 5 0 2 2 68 192

(
名
寄

)

(名寄) 8 3 4 1 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 8

47 10 23 10 1 0 44 0 2 0 0 1 0 0 3 47

94 17 6 60 2 1 86 0 7 0 0 0 0 1 8 94

42 5 3 12 16 0 36 0 5 0 0 0 0 1 6 42

6 1 0 1 0 3 5 0 1 0 0 0 0 0 1 6

197 36 36 84 19 4 179 0 15 0 0 1 0 2 18 197

22 1 6 1 0 0 8 6 8 0 0 0 0 0 14 22

2 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 2

1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1

2 1 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

29 4 6 2 0 1 13 6 9 0 0 0 1 0 16 29

226 40 42 86 19 5 192 6 24 0 0 1 1 2 34 226

(

名
寄

)

(名寄) 6 1 2 3 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

38 3 18 11 1 0 33 0 4 0 0 0 0 1 5 38

62 2 3 43 3 1 52 0 6 1 2 0 1 0 10 62

24 0 1 5 13 0 19 0 3 1 0 0 0 1 5 24

6 0 1 3 0 1 5 0 1 0 0 0 0 0 1 6

136 6 25 65 17 2 115 0 14 2 2 0 1 2 21 136

58 6 2 10 5 0 23 23 8 4 0 0 0 0 35 58

9 0 0 2 0 0 2 0 7 0 0 0 0 0 7 9

12 0 1 0 0 0 1 0 1 9 0 1 0 0 11 12

6 1 0 1 0 0 2 0 2 0 2 0 0 0 4 6

2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 2

3 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 3

5 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3 4 5

95 7 3 15 6 0 31 23 20 14 2 1 1 3 64 95

231 13 28 80 23 2 146 23 34 16 4 1 2 5 85 231
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道
東

栄
養
学
科

中
国

四
国

九
州

[

道
外
計

]

道
内

道北

道央

道東

道南
[道内計]

道
南

[

道
内
計

]

東
北

関
東

中
部

近
畿

道
外

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州
[道外計]

【合計】

社
会
福
祉
学
科

出身高校

就職先

道内 道外

【

合
計
】

道
北

道
央

道
東

中
国

四
国

九
州

[

道
外
計

]

道
内

道北

道央

道東

道南
[道内計]

道
南

[

道
内
計

]

東
北

関
東

中
部

近
畿

道
外

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州
[道外計]

【合計】
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卒業生　就職地域データ　R5+R4+R3+R2+R1（５箇年合計）

(

名
寄

)

(名寄) 5 2 0 2 0 0 4 0 1 0 0 0 0 0 1 5

35 4 20 9 0 0 33 0 2 0 0 0 0 0 2 35

64 2 1 50 2 1 56 0 6 1 0 0 0 1 8 64

44 3 3 22 8 0 36 0 8 0 0 0 0 0 8 44

5 0 0 5 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

153 11 24 88 10 1 134 0 17 1 0 0 0 1 19 153

60 5 2 15 0 0 22 27 11 0 0 0 0 0 38 60

4 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 4

14 0 0 2 1 0 3 0 2 6 3 0 0 0 11 14

3 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 2 3

1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

2 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 3 3

87 5 2 21 1 0 29 27 17 7 5 0 0 2 58 87

240 16 26 109 11 1 163 27 34 8 5 0 0 3 77 240

(
名
寄

)

(名寄) 23 7 8 7 0 0 22 0 1 0 0 0 0 0 1 23

162 18 76 45 5 0 144 0 15 0 1 1 0 1 18 162

267 24 13 184 8 3 232 0 28 2 2 0 1 2 35 267

140 9 9 48 50 0 116 0 20 2 0 0 0 2 24 140

21 2 2 11 0 4 19 0 2 0 0 0 0 0 2 21

613 60 108 295 63 7 533 0 66 4 3 1 1 5 80 613

175 13 12 34 5 1 65 69 37 4 0 0 0 0 110 175

26 0 2 2 0 1 5 0 21 0 0 0 0 0 21 26

34 1 1 4 2 0 8 0 5 17 3 1 0 0 26 34

15 2 0 3 0 0 5 0 2 1 7 0 0 0 10 15

3 0 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2 3

10 0 0 3 1 0 4 0 1 0 1 0 4 0 6 10

13 1 0 2 1 0 4 0 0 2 0 0 0 7 9 13

276 17 15 49 9 2 92 69 68 24 11 1 4 7 184 276

889 77 123 344 72 9 625 69 134 28 14 2 5 12 264 889

社
会
保
育
学
科

出身高校

就職先

道内 道外

【

合
計
】

道
北

道
央

道
東

中
国

四
国

九
州

[

道
外
計

]

道
内

道北

道央

道東

道南
[道内計]

道
南

[

道
内
計

]

東
北

関
東

中
部

近
畿

道
外

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州
[道外計]

【合計】

学
部
全
体

(

学
科
合
計

)

出身高校

就職先

道内 道外

【

合
計
】

道
北

道
央

道
東

中
国

四
国

九
州

[

道
外
計

]

道
内

道北

道央

道東

道南
[道内計]

道
南

[

道
内
計

]

東
北

関
東

中
部

近
畿

【合計】

道
外

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州
[道外計]
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◎保育士・社会福祉士の資格を活かした道内での就業率向上と地域（特に道北地区）への人材供給
◎専門職・技術職の不足地域への実習やボランティアなどによる学生派遣

名寄市立大学と北海道との福祉分野の人材育成等に関する連携協定

北海道
♦公共サービスの充実を図っていくため、民間企業や大学等の
ノウハウ、アイデアを提供いただき、官民一体となった協働を
積極的に推進し、活力と潤いのある地域づくりを促進

名寄市立大学
♦道北の「知の拠点」として、地域が抱える様々な課題を道
と共有・研究をし、高度な知識と技術・高い倫理性をもった
保健・医療・福祉の連携と協働ができるケア専門職の育成
を目指す。

◎専門職・有資格者の道内での活躍促進

◎教養課程履修中の学生に対する福祉行政の話題・トピックを提供する特別講義の実施
◎道の福祉現場でのインターンシップ、会計年度職員制度などによる就労体験等の実施

◎福祉行政分野への就労促進

◎児童福祉関連の施策に対するアンケート調査への協力や意見交換等への参画
◎学生の地域ボランティアへの参画促進
◎道事業「ユースプランナー登録制度」の活用、事業推進。

◎地域活動への貢献

15
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名寄市立大学と北海道との福祉分野の人材育成等に関する連携協定 
（令和 4年（2022 年）3月 30 日 オンラインで協定締結式） 

保育士や社会福祉士などの専門職は札幌圏に多く、地方は人材不足が深刻化している課
題に直面している北海道と、保健・医療・福祉分野のケア専門職の育成を目指す名寄市立大
学が連携し、道内での就業率向上と地域（特に道北地域）への人材供給を目指すもの。 

具体的な取組 
◎専門職・有資格者の道内での活躍促進
・保育士・社会福祉士の資格を活かした道内での就業率向上と地域（特に道北地区）への人
材供給
・専門職・技術職の不足地域への実習やボランティアなどによる学生派遣
◎福祉行政分野への就労促進
・教養課程履修中の学生に対する福祉行政の話題・トピックを提供する特別講義の実施
・道の福祉現場でのインターンシップ、会計年度職員制度などによる就労体験等の実施
◎地域活動への貢献
・児童福祉関連の施策に対するアンケート調査への協力や意見交換等への参画
・学生の地域ボランティアへの参画促進
・道事業「ユースプランナー登録制度」の活用、事業推進

令和４年６月 21 日 北海道保健福祉部子ども未来推進局子ども子育て支援課主事来学 
・北海道ユースプランナー制度※について、社会保育学科 2 年生に説明会開催
※北海道ユースプランナー制度：少子化対策や子育て支援などの子ども施策をはじめ、様々な道の施策について、将来

の希望が持てるような意見、アイデアを道に提案するとともに、道の取組等の情報を友人・知人に拡散する大学生ボラ

ンティア（ユースプランナー）を登録し、地域・行政と学生・大学等にとって協力関係が構築できる連携事業を実施す

ることにより、本道の子ども施策の充実に資することを目的 

令和４年 7 月 7日 北海道保健福祉部子ども未来推進局子ども子育て支援課 5名来学 
・「保育士・保育現場の魅力発信プロジェクト」について説明、意見交換 
令和 6 年 2月 16 日 上川総合振興局保健環境部くらし・子育て担当部長来学 
・保育士、幼稚園教諭等の人材不足が道北地域でも課題。養成施設である本学の就職や実習
状況について聞取り。⇒学生課（就職担当）が窓口になり対応。
令和６年 9 月 6日 上川総合振興局社会福祉課長他１名来学
・上川北部地域における保健・医療・福祉人材の不足解消に向けた学生意識調査について協
力依頼、意見交換 ⇒学生課で学生にアンケート調査実施

ユースプランナー登録者実績（名寄市立大学）
33名登録（R6.3.31 時点）
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入学定員規模順公立大学一覧 ２０２３年度公大協実態調査より
【～200人未満】３３校 【200人～300人】２6校 【300人超え】３６校 2025.01.28現在

大学名
入学
定員

大学院 設置形態 補足 大学名
入学
定員

大学院 設置形態 補足 大学名
入学
定員

大学院 設置形態 補足

米 沢 栄 養 大 42 〇 公立大学法人 札 幌 医 大 200 〇 公立大学法人 山 口 県 大 314 〇 公立大学法人

敦 賀 市 看 大 50 〇 公立大学法人 旭 川 市 大 200 〇 公立大学法人 静 岡 文 芸 大 320 〇 公立大学法人

三 条 市 大 80 公立大学法人 ２０２１年度開学 川 崎 市 看 大 100 認可済 完成年次後検討 2022年度開学 長 野 大 340 〇 公立大学法人

長 野 看 大 80 〇 京 都 芸 大 200 〇 公立大学法人 高 知 県 大 340 〇 公立大学法人

石 川 看 大 80 〇 公立大学法人 福 知 山 公 大 200 〇 公立大学法人 福 島 医 大 359 〇 公立大学法人

岐 阜 看 大 80 〇 公立大学法人 宮 崎 公 大 200 公立大学法人 新 潟 県 大 360 〇 公立大学法人

大 分 看 科 大 80 〇 公立大学法人 群 馬 女 大 210 〇 公立大学法人 岡 山 県 大 370 〇 公立大学法人

沖 縄 看 大 80 〇 公立大学法人 青 森 保 健 大 216 〇 公立大学法人 山 口 東 京 理 大 380 〇 公立大学法人

香 川 保 医 大 90 〇 神 奈 川 保 福 大 230 〇 公立大学法人 秋 田 県 大 390 〇 公立大学法人

新 潟 看 大 95 〇 公立大学法人 長 岡 造 形 大 230 〇 公立大学法人 広 島 市 大 390 〇 公立大学法人

秋 田 美 大 100 〇 公立大学法人 公 立 は こ だ て 大 240 〇 公立大学法人 埼 玉 県 大 395 〇 公立大学法人

三 重 看 大 100 〇 公立大学法人 公立千歳科技大 240 〇 公立大学法人 宮 城 大 420 〇 公立大学法人

神 戸 市 看 大 100 〇 公立大学法人 会 津 大 240 〇 公立大学法人 神 戸 市 外 大 430 〇 公立大学法人

叡 啓 大 100 公立大学法人 ２０２１年度開学 長 野 県 大 240 〇 公立大学法人 福 井 県 大 435 〇 公立大学法人

愛 媛 医 技 大 100 〇 公立大学法人 小 松 大 240 〇 公立大学法人 岩 手 県 大 440 〇 公立大学法人

宮 崎 看 大 100 〇 公立大学法人 福 岡 女 大 240 〇 公立大学法人 下 関 市 大 450 〇 公立大学法人

山 形 保 医 大 103 〇 公立大学法人 福 岡 県 大 240 〇 公立大学法人 京 都 府 大 454 〇 公立大学法人

沖 縄 芸 大 105 〇 公立大学法人 福 山 市 大 250 〇 公立大学法人 島 根 県 大 460 〇 公立大学法人

群 馬 健 科 大 115 〇 公立大学法人 山 梨 県 大 260 〇 公立大学法人 熊 本 県 大 480 〇 公立大学法人

石 川 県 大 120 〇 公立大学法人 前 橋 工 大 264 〇 公立大学法人 周 南 公 大 480 公立大学法人 ２０２２年度開学。２４年度学部増

岐 阜 薬 大 120 〇 （公立大学法人） 2025年度法人化 和 歌 山 医 大 280 〇 公立大学法人 富 山 県 大 495 〇 公立大学法人

九 州 歯 大 120 〇 公立大学法人 釧 路 公 大 300 公立大学法人 高 知 工 大 520 〇 公立大学法人

奈 良 県 大 150 公立大学法人 青 森 公 大 300 〇 公立大学法人 県 立 広 島 大 530 〇 公立大学法人

金 沢 美 大 155 〇 公立大学法人 諏 訪 東 京 理 大 300 〇 公立大学法人 名 桜 大 595 〇 公立大学法人

札 幌 市 大 175 〇 公立大学法人 公 立 鳥 取 環 大 300 〇 公立大学法人 滋 賀 県 大 600 〇 公立大学法人

国 際 教 養 大 175 〇 公立大学法人 尾 道 市 大 300 〇 公立大学法人 静 岡 県 大 615 〇 公立大学法人

千 葉 保 医 大 180 2024年度検討開始 愛 知 県 大 710 〇 公立大学法人

新 見 公 大 180 〇 公立大学法人 都 留 文 大 730 〇 公立大学法人

名 寄 市 大 190 長 崎 県 大 730 〇 公立大学法人

茨 城 医 療 大 190 〇 高 崎 経 大 900 〇 公立大学法人

京 都 医 大 192 〇 公立大学法人 横 浜 市 大 900 〇 公立大学法人

愛 知 芸 大 195 〇 公立大学法人 名 古 屋 市 大 1,025 〇 公立大学法人

奈 良 医 大 198 〇 公立大学法人 兵 庫 県 大 1,267 〇 公立大学法人

北 九 州 市 大 1,399 〇 公立大学法人

都 立 大 1,570 〇 公立大学法人

大 阪 公 大 2,853 〇 公立大学法人
※公立大学101大学中、6大学（大学院大学3、専門職大学3）を除く。
※全９５大学中、８９大学が法人化（２０２５年度法人化予定含む）
※全９５大学中、８７大学が大学院を設置（２０２５年度開設予定含む）
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2025.02.03現在 

【公立大学一覧（北海道内）】 

大学名 学部 学科 
収容 

定員 

在学 

者数 

受験倍率 

(一般前期) 
大学院 

開学 

年度 

法人化 

年 度 設置形態 

札幌医科大学 

医学部 医学科   660   671 3.5 〇 

1950 2007 公立大学法人 
保健医療学部※１ 

看護学科   200   202 1.9 〇 

理学療法学科    80    81 1.8 
〇 

作業療法学科    80    81 1.9 

釧路公立大学 経済学部 
経済学科 

1,200 1,293 1.1 1988 2023 公立大学法人 
経営学科 

はこだて未来大学 システム情報科学部
情報アーキテクチャ学科 

  960 1,052 1.9 〇 2000 2008 公立大学法人 
複雑系知能学科 

名寄市立大学 保健福祉学部 

栄養学科   160   165 1.2 

2006 
看護学科   200   220 1.6 

社会福祉学科   200   200 1.0 

社会保育学科   200   195 1.1 

札幌市立大学 
デザイン学部 デザイン学科   360   375 2.0 〇 

2006 2006 公立大学法人 
看護学部※２ 看護学科   340   340 2.0 〇 

公立千歳科学技術大学 理工学部 

応用化学生物学科 

  960 1,078 2.2 〇 2019 2019 公立大学法人 電子光工学科 

情報システム工学科 

旭川市立大学※３ 

経済学部 経営経済学科   400   440 1.8 〇 

2023 2023 公立大学法人 
保健福祉学部 

コミュニティ福祉学科   160   153 1.3 

保健看護学科   240   249 3.1 

※１ 専攻科（公衆衛生看護学専攻、助産学専攻）あり

※２ 専攻科（助産学専攻、公衆衛生看護学専攻開設予定（2026.04））

※３ 短期大学部（食物栄養学科、幼児教育学科）あり

参考 函館市において、看護系大学の設置を検討（「函館市看護系大学等設置に関する検討会議」2024.05～） 
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国公私別大学数、学生数等（学部ベース） 

【全国】 

区分 大学数 構成比 学生数 構成比 

国立 82 10.4% 433,387 16.5% 

公立 100 12.7% 147,654 5.6% 

私立 605 76.9% 2,047,269 77.9% 

合計 787 2,628,310 

【北海道】 

区分 大学数 構成比 学生数 構成比 

国立 7 18.4% 25,008 31.6% 

公立 7 18.4% 6,817 8.6% 

私立 24 63.2% 47,402 59.8% 

合計 38 79,227 

※令和６年度学校基本調査による。

※道内大学数は、道内に本部を置く大学数。

【道内大学のキャンパス数について】 

・道外に本部のある３大学（東海、東京農業大学、東京理科大学（１年次のみ））及び

複数キャンパスを有する大学（北大水産（函館）、教育大（旭川、岩見沢、函館、釧

路））の数を加えるとキャンパス数は下表のとおり。

区 分 国 立 公 立 私 立 合 計 

学校基本調査 7 7 24 38 

キャンパス数 12 7 27 46 

1
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北・北海道中央圏域定住自立圏の人口の推移 

総人口 

年少人口（15 歳未満）の推移 

（単位：人）

増減率
名　寄　市 34,664 33,328 31,628 30,591 29,048 27,282 △ 7,382 △ 21.30%
士　別　市 26,403 24,991 23,411 21,787 19,914 17,858 △ 8,545 △ 32.36%
和　寒　町 5,002 4,710 4,238 3,832 3,596 3,192 △ 1,810 △ 36.19%
剣　淵　町 4,466 4,158 3,952 3,565 3,228 2,926 △ 1,540 △ 34.48%
下　川　町 4,747 4,413 4,146 3,775 3,547 3,126 △ 1,621 △ 34.15%
美　深　町 6,540 6,040 5,512 5,178 4,659 4,145 △ 2,395 △ 36.62%
音威子府村 1,480 1,334 1,070 995 832 706 △ 774 △ 52.30%
中　川　町 2,602 2,464 2,106 1,907 1,767 1,528 △ 1,074 △ 41.28%
幌 加 内 町 2,414 2,217 1,952 1,710 1,525 1,370 △ 1,044 △ 43.25%
西 興 部 村 1,253 1,314 1,224 1,135 1,116 1,053 △ 200 △ 15.96%
枝　幸　町 11,144 10,509 9,815 9,125 8,437 7,565 △ 3,579 △ 32.12%
浜 頓 別 町 5,224 4,957 4,582 4,168 3,881 3,448 △ 1,776 △ 34.00%
中 頓 別 町 2,754 2,518 2,289 1,974 1,757 1,637 △ 1,117 △ 40.56%
合　　　計 108,693 102,953 95,925 89,742 83,307 75,836 △ 32,857 △ 30.23%

[資料：国勢調査]

増減（H7-R2年）
市町村名 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（単位：人）

増減率
名　寄　市 5,392 4,585 4,064 3,767 3,453 3,018 △ 2,374 △ 44.03%
士　別　市 3,885 3,291 2,890 2,584 2,066 1,652 △ 2,233 △ 57.48%
和　寒　町 674 510 458 400 360 308 △ 366 △ 54.30%
剣　淵　町 621 516 434 385 307 279 △ 342 △ 55.07%
下　川　町 593 473 411 365 350 316 △ 277 △ 46.71%
美　深　町 930 787 631 548 431 369 △ 561 △ 60.32%
音威子府村 256 188 108 53 45 44 △ 212 △ 82.81%
中　川　町 401 326 244 176 183 140 △ 261 △ 65.09%
幌 加 内 町 300 228 195 193 154 120 △ 180 △ 60.00%
西 興 部 村 195 146 130 109 119 104 △ 91 △ 46.67%
枝　幸　町 1,894 1,560 1,373 1,174 990 790 △ 1,104 △ 58.29%
浜 頓 別 町 908 738 600 504 416 312 △ 596 △ 65.64%
中 頓 別 町 357 301 261 207 158 160 △ 197 △ 55.18%
合　　　計 16,406 13,649 11,799 10,465 9,032 7,612 △ 8,794 △ 53.60%

[資料：国勢調査]

増減（H7-R2年）
市町村名 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

2

参考資料２ 



生産年齢人口（15～64 歳）の推移 

老年人口（65 歳以上）の推移 

（単位：人）

増減率
名　寄　市 23,166 21,624 19,682 18,597 16,755 15,232 △ 7,934 △ 34.25%
士　別　市 17,044 15,503 13,756 12,069 10,384 8,803 △ 8,241 △ 48.35%
和　寒　町 3,002 2,768 2,303 1,927 1,854 1,470 △ 1,532 △ 51.03%
剣　淵　町 2,781 2,482 2,316 1,978 1,733 1,451 △ 1,330 △ 47.82%
下　川　町 2,977 2,624 2,353 2,032 1,827 1,514 △ 1,463 △ 49.14%
美　深　町 4,216 3,700 3,175 2,870 2,495 2,075 △ 2,141 △ 50.78%
音威子府村 980 871 690 696 558 432 △ 548 △ 55.92%
中　川　町 1,667 1,521 1,199 1,066 958 770 △ 897 △ 53.81%
幌 加 内 町 1516 1,339 1,118 897 774 691 △ 825 △ 54.42%
西 興 部 村 716 782 711 643 630 576 △ 140 △ 19.55%
枝　幸　町 7,246 6,638 5,977 5,375 4,729 4,078 △ 3,168 △ 43.72%
浜 頓 別 町 3,459 3,221 2,876 2,516 2,219 1,831 △ 1,628 △ 47.07%
中 頓 別 町 1,782 1,585 1,361 1,057 918 822 △ 960 △ 53.87%
合　　　計 70,552 64,658 57,517 51,723 45,834 39,745 △ 30,807 △ 43.67%

[資料：国勢調査]

増減（H7-R2年）
市町村名 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

（単位：人）

増減率
名　寄　市 6,103 7,119 7,880 8,227 8,794 8,747 2,644 43.32%
士　別　市 5,474 6,197 6,763 7,134 7,451 7,350 1,876 34.27%
和　寒　町 1,326 1,431 1,477 1,505 1,382 1,414 88 6.64%
剣　淵　町 1,064 1,160 1,202 1,202 1,188 1,196 132 12.41%
下　川　町 1,177 1,316 1,382 1,378 1,370 1,257 80 6.80%
美　深　町 1,394 1,553 1,706 1,760 1,728 1,699 305 21.88%
音威子府村 244 275 272 246 229 208 △ 36 △ 14.75%
中　川　町 534 617 663 665 626 593 59 11.05%
幌 加 内 町 598 650 638 620 597 559 △ 39 △ 6.52%
西 興 部 村 342 386 383 383 367 373 31 9.06%
枝　幸　町 2,004 2,311 2,465 2,576 2,718 2,696 692 34.53%
浜 頓 別 町 857 998 1,106 1,148 1,246 1,293 436 50.88%
中 頓 別 町 615 632 667 710 680 655 40 6.50%
合　　　計 21,732 24,645 26,604 27,554 28,376 28,040 6,308 29.03%

[資料：国勢調査]

増減（H7-R2年）
市町村名 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

3



4

北海道新聞（2023.04.05）を基に一部追記

参考資料３ 



2
8

5

参
考
資
料
４
 



2
8

6



2
8

7



2
8

8



9






	■第２回資料一式最新 2025.01.30.pdf
	■第２回資料一式最新 2025.01.30.pdf
	第２回名寄市立大学在り方検討委員会　資料 2025.01.30新.pdf
	第２回資料一式最終 2025.01.30現在
	第２回資料一式新 2025.01.30現在
	第２回資料一式 2025.01.30現在.pdf
	第２回資料一式 2025.01.30.pdf
	資料編一式2025.01.29
	第2回在り方検討委員会資料一式 2025.01.28現在.pdf
	1-1 道内大学の類似分野の状況一覧
	1-2 2020-2024年度名寄市立大学入学試験状況
	2-2 北・北海道中央圏域定住自立圏共生ビジョン（令和6年2月第2回変更）抜粋
	2-3 卒業生 就職地域データ2019-2023（名寄市立大学）
	2-4 名寄市立大学と北海道との福祉分野の人材育成等に関する連携協定 2022.03.30
	3-1 公立大学一覧（入学定員規模順）


	2-4 名寄市立大学と北海道との福祉分野の人材育成等に関する連携協定2

	3-2 道内公立大学一覧（検討会資料用）改定 2025.01.30新




	国公私

	3-2 道内公立大学一覧（検討会資料用）2025.01.31新（受験倍率追加）.pdf



